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２０１６年１１月１７日 

 

～エンタメ消費者動向の定期サービス『eb-i Xpress』～ 

１万４３６７人が鑑賞したい、年末年始劇場映画ランキング。 

人気ゲームを原作とした「バイオハザード：ザ・ファイナル」が第１位に！ 

 

映画・テレビ・ゲーム・コミック・音楽などエンターテイメントの最新消費者動向を独自のユーザー調査から

読み解く、企業向け定期サービス『eb-i Xpress』（イー・ビー・アイ・エクスプレス／配信元：カドカワ株式

会社）。今回『eb-i Xpress』では、全国４７都道府県に在住する５～６９歳の男女を対象とした、年末年

始に公開が予定されている劇場映画の鑑賞意向について、実態調査を行いました。  

【  年末年始公開の劇場映画鑑賞意向  総合ランキングＴＯＰ２０  】  

※２０１６年末～２０１７年始に公開予定映画の中から、“劇場で鑑賞したい”と選択した作品を集計。  

順位  映画タイトル  得票ポイント 

１  バイオハザード：ザ・ファイナル  4488 

２  ファンタスティック・ビーストと魔法使いの旅  4204 

３  海賊とよばれた男  3626 

４  映画  妖怪ウォッチ 空飛ぶクジラとダブル世界の大冒険だニャン！ 2680 

５  ローグ・ワン／スター・ウォーズ・ストーリー  1674 

６  ヒトラーの忘れもの  1384 

７  ぼくは明日、昨日のきみとデートする  1355 

８  土竜の唄  香港狂騒曲  1249 

９  疾風ロンド  1035 

１０  
仮面ライダー  平成ジェネレーションズ  Dr.パックマン対エグゼイド

＆ゴースト with レジェンドライダー  

 

 

879 

１１  L−エル−  782 

１２  傷物語〈 I I I  冷血篇〉  736 

１３  マダム・フローレンス！  夢見るふたり  650 

１４  黒子のバスケ  ウインターカップ総集編  〜扉の向こう〜  644 

１５  五日物語  ―3 つの王国と 3 人の女―  610 

１６  ヒッチコック／トリュフォー  594 

１７  劇場版  艦これ  578 

１８  幸せなひとりぼっち   567 

１９  聖杯たちの騎士  455 

２０  イタズラな Kiss THE MOVIE～ハイスクール編～ 447 

    （調査対象数：14367 人  集計期間：２０１６年１１月７日～１１月８日／出典：eb-i  Xpress）  

※得票ポイントは調査対象人数を基に日本の人口分布に合わせた値から算出しています。  



●年末年始の劇場映画で最も鑑賞したい作品は、「バイオハザード：ザ・ファイナル」！ 

総合ランキング第１位！  今回の調査で最も鑑賞意向が高かった年末年始公開予定の劇場映画

は、１２月２３日に日本で世界最速公開となる、「バイオハザード：ザ・ファイナル」となりました。日本

発のホラーアクションゲームを原作とし、シリーズ第６弾にして最終作となる同作品は、男性からの高

い支持を集め、３０～５０代の世代別ランキングにおいてもトップとなっています。  

一方、総合２位の「ファンタスティック・ビーストと魔法使いの旅」は、ヒット作 「ハリー・ポッター」の新シ

リーズで、特に女性からの得票を多く集めたほか、１０～２０代の世代別ランキングで１位となりました。  

そのほか、「スター・ウォーズ」シリーズ初となるスピンオフ作品 「ローグ・ワン／スター・ウォーズ・ストー

リー」（総合５位）や、特撮ドラマ「仮面ライダー」シリーズの劇場版最新作「仮面ライダー  平成ジェネ

レーションズ  Dr .パックマン対エグゼイド＆ゴースト with レジェンドライダー」（総合１０位）といった作品

が、主に男性層の支持を獲得。京都を舞台とした男女の純愛ラブストーリー「ぼくは明日、昨日のき

みとデートする」（総合７位）、登場人物をコミカルに描いた雪山サスペンス「疾風ロンド」（総合９位）と、

それぞれ同名小説を映画化した両作品が女性からの支持を多く集めました。  

世代別の動向では、総合３位の「海賊とよばれた男」が６０代の世代別ランキングでトップとなりまし

た。同映画は、実話をベースとした同名小説を映画化したもの。大事業を成し遂げ、戦後日本に希

望と勇気を与えるストーリーが共感を呼び、世代が高いほど上位にランクインする傾向が見られます。

さらに、「妖怪ウォッチ」の劇場シリーズ最新作 「映画  妖怪ウォッチ  空飛ぶクジラとダブル世界の大

冒険だニャン！」（総合４位 ）については、５～９歳世代の鑑賞意向が最も高いという結果になってい

ます。同作品は３０代と４０代の世代別ランキングでも上位に入っていることから、冬休み期間に親子

で楽しめる作品としての期待感が伺えます。  

 

【  「バイオハザード：ザ・ファイナル」の鑑賞意向者比率  】  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20代 

15.4％ 

5～9歳 

2.0％ 
60代 

16.9％ 
10代 

10.3％ 

30代 

17.9％ 

50代 

19.3％ 

40代 

18.2％ 

男性  

60.1％  

女性  

39.9％  

集計期間：２０１６年１１月７日～１１月８日／出典：eb-i Xpress 

～性別 鑑賞意向者比率～ ～年齢別 鑑賞意向者比率～ 



【  年末年始公開の劇場映画鑑賞意向  性別ランキングＴＯＰ５  】 

   ◆ 年末年始公開の劇場映画  男性の鑑賞意向ランキング  

順位  映画タイトル  

１  バイオハザード：ザ・ファイナル  

２  海賊とよばれた男  

３  映画  妖怪ウォッチ  空飛ぶクジラとダブル世界の大冒険だニャン！  

４  ファンタスティック・ビーストと魔法使いの旅  

５  ローグ・ワン／スター・ウォーズ・ストーリー  

      （調査対象数：8433 人  集計期間：２０１６年１１月７日～１１月８日／出典：eb-i Xpress）  

    

   ◆年末年始公開の劇場映画  女性の鑑賞意向ランキング   

順位  映画タイトル  

１  ファンタスティック・ビーストと魔法使いの旅  

２  海賊とよばれた男  

３  バイオハザード：ザ・ファイナル  

４  映画  妖怪ウォッチ  空飛ぶクジラとダブル世界の大冒険だニャン！  

５  ぼくは明日、昨日のきみとデートする  

（調査対象数：5934 人  集計期間：２０１６年１１月７日～１１月８日／出典：eb-i Xpress）  

 

◇ 『eb-i  Xpress』 調査概要  

国内２６万人パネルから、全国４７都道府県の５～６９歳（※）の男女１万人超のモニターを対象に、エ

ンターテイメント分野に関して週次でＷｅｂ調査を行う、大規模ユーザーリサーチシステム「eb-i」を元に

運用。映画・テレビ・ゲーム・コミック・音楽など各エンターテイメントジャンルについて、「eb-i」から抽出

したデータをもとに、一定のセグメント・ユーザー嗜好を組み合わせたクロス集計を実施。  

（※）１４歳以下は保護者の代理回答となります。  

 

◇ 『eb-i  Xpress』 サービスについて  

『eb-i Xpress』は、月次レポートと専用サイトのアクセス権を基本パッケージとしたサービスになります。

月次レポートはエンターテイメント各ジャンルの接触ランキング、各種分析、時流に応じたテーマをデー

タで切り取る特集記事などから構成されます。専用サイトでは、随時更新される集計データと過去の

アーカイブを閲覧することができます。  URL：  http ://www. f- ism.net/  
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